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研究成果の概要（和文）：本研究は、算数・数学の苦手な学生を多く抱えた小学校教員養成課程を有する大学における
数学的モデリングの授業体系の提案とその有用性を示そうとした。そこで、１．授業の教材づくりとカリキュラム構成
のための調査・文献、２．算数的活動を学ばせるための基礎研究、３．算数・数学的活動を計画・授業・改良させるた
めの実践を目的とした。小学校で行う数学的モデリングのような数学的活動は「①どんな数学を使うのかを課題内容に
明確に組み込む②数学の体系化を意識する③オープンエンドである」の要素を含んだ課題を設定するとともに、学生の
数学の学力向上が重要となった。その結果を踏まえ、数学的モデリングの講義案を示すことができた。

研究成果の概要（英文）：I advanced mathematical modelling course content for math-challenged students in e
lementary school teacher training course and tried to confirm the efficacy of it.Its' purpose was as follo
ws. (1) Field research and literature research to build teaching materials and course curriculum. (2) Basi
c research for making such students master mathematical activity. (3) Education experiment to make such st
udents practice plan-class-improvement of mathematical activity. 
Then Mathematical activity such as mathematical modeling in the elementary school will be important as fol
lows. (a) The purpose, what kind of mathematics domain will be used, should be clear. (b) Mathematical mod
elling needs the framework of systematic mathematics. (c) It is more desirable for mathematical modelling 
in present Japan to treat "Opened process, closed end". So it is important to boost the academic ability o
f students. 
The lecture proposal of mathematical modeling was able to be shown based on the result.
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１．研究開始当初の背景 
科学技術の進展と理数教育に対する国際的
な期待度から、現実世界における問題を解決
する学習(数学的モデリング)の必要性が高ま
っている。また学習指導要領の取り扱い内容
に、初めてその重要性も提示された。しかし
小学校の現状は経験・人材・支援に乏しく、
数学的モデリングの具体的な取り組み例が
少ない。また、教員養成を行ってきた大学の
算数・数学教育においても、新しい教育内容
に対応できる人材育成が急務となっている。
児童・生徒を指導する学校と社会からの数学
的モデリング教育のニーズに対応した学生
を、学校現場に送り出せなかった大学教育に
問題があるとして研究を始めることにした。 
 
２．研究の目的 
数学を活用して有意義な生活を過ごし、文化
や伝統を育んできた人類の遺伝子を我々は
持っている。また、目まぐるしく発展する社
会構造の中で対応して、未来も創造しなけれ
ばならない能力を発揮する必要性も徐々に
明らかになってきた。しかし、学校はその流
れになかなか順応できず、概念・内容・方法
等について身についた多くの優秀な教師を
育てるべき行政・教育機関等も、教育環境の
整備ができない現状にある。そこで早急に数
学的モデリングを活用した新教育領域に対
する学生・教師教育の研究・実践を進めるこ
とを緊急課題と考えた。この研究では、算
数・数学の苦手な学生を抱えた小学校教員養
成系大学における数学的モデリングの授業
体系の提案とその有用性を明らかにするこ
と、さらに数学的モデリングと密接に繋がる
場面が数多く予想されるために、ＩＣＴ活用
教育を意識した教材内容を開発し検討を行
うことを目的とした。 
 
３．研究の方法 
(1) 授業の教材づくりとカリキュラム構成の
ための調査・文献研究 
『大学生の数学学力調査と算数授業への考
え方の調査をする。数学的モデリングの教育
先進国との教科書調査をする（オーストラリ
アのヴィクトリア州・ブリスベーン州、ドイ
ツのバイエルン州）』 
(2)数学的モデリングを含む算数的活動を学
生自身で学ばせるための基礎研究 
『身近で興味のある教材の授業実践とその
成果を分析する。先行的な日本の算数的活動
の学習教材を体験させて効果を分析する。数
学的モデリングを行う際の IPad 利用の仕方
と機能強化を分析する。』 
(3)数学的モデリングを含む算数・数学的活動
を計画・授業・改良させるための実践研究 
『学生による小学校における算数的活動の
授業計画と模擬授業を実施する。学生による
他大学(海外も含む)との授業方法の比較検
討を行う。』 
 

４．研究成果 
子ども達により良い教育内容を提供しよう

とするためには、先進的な教育を実践してい
るドイツ連邦共和国を中心に、オーストラリ
ア連邦、ブラジル連邦共和国の教育機関や研
究者と交流をした。また、アジア目線でシン
ガポール共和国の資料も参考にして比較研究
を行った。さらに、大学生の数学学力調査と
大学教科（算数）の様子を分析し、小学校に
おける算数教育の問題点とその授業（大学の
教科教育の講義や小学校の授業）の実態・本
質が明確となった。そこでは、小学校で行う
数学的モデリングのような算数・数学的活動
が、「①どんな数学を使うのかを課題内容に明
確に組み込むこと②数学の体系化を意識する
こと③オープンエンドであること」の３つの
要素を含んだ課題を設定するとともに、学生
の数学の学力向上が重要となった。成果資料
は３部に構成した。 
第１部は、教員を目指す大学生と児童・生

徒にとって、どういう教材が将来有為となる
のかを考える背景や理由について検討したも
のである。 
第２部では、上記の根本的な解決へ繋げる

には、小学校教員養成の観点だけではなく、
小学校から高等学校にかけての教育も互いに
連動・影響すると考えた。そこで、各校種か
ら大学教育を見通した体系的な内容を扱う数
学的モデリングの教材とカリキュラム作りを
行った。これらは、普段の算数・数学の授業
を活かしながら、学校教科書の内容を使用し
た場合に起こりうる学習諸問題を解決・補填
するだけでなく、数学教育だけの世界から科
学教育（文化・歴史等も含む幅広い教養）に
も関わり、総合的な学力が身につくような教
材である。これらは、地球と太陽の関係を空
間図形の内容に結びつける「図形」領域の内
容、「図形」「量と測定」の内容を含んだ「関
数」領域の内容、２変数関数から偏微分・重
積分に繋げる「関数」・「解析」領域の内容、
より高度な算数・数学を扱って数学的発展モ
デルを作り上げる教育内容である。 
第３部では、現在の学習指導要領によって、

改めて単元として扱うことになった「統計」
領域に対する統計的モデリングの教材を開発
した。これらは児童・生徒達同士で発表・議
論することが刺激となり、新しい数学内容の
知識・理解や関心・意欲を高める成果があっ
た。また児童向けの公開講座や大学・大学院
の講義に参加した学生が、児童・生徒役にな
ってこれらの教材を体験させた。「どのような
場面で教師側の支援が必要であるか」「教材を
どのように改良すれば指導しやすいか」等を
分析させた後、実際に教師役としての模擬授
業を実践し問題点を検討した。このことによ
って、教員を目指す学生が、数学的モデリン



グを通して問題を解決する力を養うことと児
童・生徒を指導する力を同時に身につけるこ
とに繋がった。 
第４部では、IPAD やテレビ会議システムを

活用した海外の大学との交流（国際遠隔教育）
を通した比較研究だけでなく、有効な情報機
器によって教育効果の向上も望めることが認
知された。数学的モデリング教材についての
協同セミナーを行い、高品質な教育プログラ
ムを学生達に提供することによって、学生の
創造的態度を高める成果が現れた。今度は学
校現場において多大な成果を生み出してくれ
るように期待する。 
最後に、大学で実践した場合の数学的モデ

リングの講義内容案を考えた。しかし、単元
内容全てに渉って実践研究した成果の検討は
できておらず、今後の継続すべき研究課題と
なる。 
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